
資
制
略
と
エ
ネ
ル
ギ
i
問
問
絹
を
契
機
に
、
殺
人
語
，
経

済
の
あ
哲
方
を
務
わ
れ
た
…
九
七
十
年
代
も
議
円
き
去

号
、
そ
れ
を
究
開
聴
し
新
し
い
玲
代
へ
め
議
開
問
を
は
か

る
八
十
年
代
を
巡
る
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
立
か
む
、

中
期
間
関
慈
織
は
、
物
質
約
な
醐
泣
か
さ
を
求
め
る
紙
織
か

ら
、
砕
す
緩
め
向
上
を
時
制
緩
す
方
向
へ
と
大
き
く
採
れ

を
変
え
、
人
間
同
排
出
幾
か
な
全
議
環
境
を
皮
め
で
蒜
突

に
そ
の
一
歩
を
綴
み
山
出
し
て
お
h
J
ま
す
。
う
る
お
い

の
あ
る

g
常
生
議
安
築
く
た
め
に
は
、
い
ま
ま
で
に

も
精
し
て
よ
い
滋
縫
づ
く
ワ
が
必
婆
で
あ
号
、
ま
た

多
様
化
す
る
諮
問
出
の
ユ
!
ズ
に
こ
た
え
、
き
め
こ
ま

か
な
行
設
サ
j
ピ
ス
を
幾
進
ず
る
こ
と
が
お
相
官
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
紅
に
こ
た
え
る
た
め
、
第
二
次
乎
山
幡
市
総
合
糊
開

発
汗
織
を
昨
昨
年
ス
タ
i
ト
さ
せ
、
市
民
一
人
一
人
が

紬
臨
時
棋
で
、
殺
せ
な
生
泌
が
で
き
る
都
市
と
し
て
の
環

境
づ
く
ワ
を
議
裁
に
、
「
自
然
を
愛
し
心
ふ
れ
あ
う

期
間
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
ひ
ら
つ
か
」
を
お
指
し
て
犠

打
J

蛸
臨
ん
で
い
ま
す
。

明
明
和
七
年
間
同
月
一
日
に
誕
生
し
た
乎
潔
志
も
問
問
十

九
裁
に
な
り
戸
、
来
年
は
五
十
開
例
年
を
巡
え
ま
す
。
こ

の
甲
山
念
事
業
と
し
て
、
仮
払
仲
中
央
公
民
輸
出
の
問
問
輸
出
や

ご
み
幾
何
却
の
余
熱
を
制
判
然
し
た
仮
称
市
庶
務
総
役
会
館

め
建
設
、
お
と
水
と
叫
踏
を
テ
i
?
に

L
た
文
化
公
認

と
わ
ぬ
祭
れ
ソ
広
場
の
絞
殺
な
ど
、
後
款
に
残
る
よ
う
え

官
官
擦
を
い
ろ
い
ん
ゆ
削
減
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ぷ
念
す
べ
き
年
を
市
災
こ
ぞ
っ
て
お

知
山
い
し
よ
う
と
、
中
市
民
議
煮
や
市
の
+
4

・
市
の
花
の

制
制
定
、
拙
開
枇
州
都
市
の
脇
陣
給
、
市
邸
内
体
開
問
料
刊
の
選
げ
尽
な

ど
の
行
客
が
市
民
参
加
の
も
と
に
決
め
ら
れ
、
去
十

六
年
耕
地
↓
悶
よ
い
決
泌
す
る
こ
と
に
た
ゥ
て
い
ま
す
。

…
方
、
二
十
一
万
市
民
の
切
な
る
綴
い
で
あ
る
泉

観
総
議
場
弱
地
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
号
、

近
く
確
保
で
き
る
見
過
し
と
な
れ
ソ
空
し
た
。
こ
れ
か

ら
東
滋
大
学
に
委
託
し
た
?
ス
タ
i
プ
予
y
を
ぷ
帥
聞

と
し
て
、
惜
耕
地
利
用
の
嫌
認
を
空
と
め
る
こ
と
に
な

ち
ま
す
が
、
防
災
戸
訟
を
兼
ね
た
総
合
会
関
v

い
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
払
い
下
げ
に
つ
い
て
は
、
一
日
討

も
卒
く
沼
地
の
確
保
が
実
現
で
き
る
よ
う
関
係
機
関

と
折
衝
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
み
な

さ
ん
の
削
怖
い
ご
協
力
会
お
綴
い
い
た
し
ま
す
。
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一
品
+
穴
住
成
田
予
算
も
.
一
一
一
月
一
定
例
消
議

晶
で
議
決
済
抗
一
線
合
計
p
h
一一一啓一一十世品

億
円
が
組
ぷ
込
ま
れ
て
、
明
る
く
怒
守
仇
い

ま
ち
叶
ィ
く
監
が
ス
・
3
1
ト
し
ま
す
.

「
地
方
の
時
代
」
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

D
の
熔
鍛
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
母
さ
ん
と

と
も
に
考
え
淀
施
じ
で
吾
容
h

弟
、
平
供
た

ち
が
毅
ん
で
史
小
裳
プ
ー
ん
の
語
、

数
持
機
係
務
的
研
修
の
潟
、
と
し
て
の
敬
語
問
品

館
や
、
働
〈
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
掲
存
レ

て
勤
労
金
制
捕
を
強
制
出
じ
て
垂
ま
し
た
。

ま
た
、
「
M

略
化
ま
つ
D
」
「
七
夕
ま
つ
E
」

「
商
議
ま
つ
加
と
な
ど
、
各
酬
明
の
催
ん
は
、

会
問
的
存
ゃ
れ
あ
い
由
掲
と
し
て
足
越
智
ruで

い
ま
す
。

一
方
、
予
想
在
れ
る
議
海
地
銭
に
細
野
え
て

総
合
紡
災
訓
裂
を
架
施
す
る
と
と
ゑ
同
地

域
市
自
国
田
幸
一
ん
に
慰
中
務
市
認
識
づ
く
昌
世
滋

め
て
い
た
定

ζ
pと
、
「
ま
ち
づ
く
阜
前
同
聞

の
つ
ど
い
」
を
各
地
民
支
行
っ
て
い
ま
す
。

を
に
、
五
十
毒
事
皇
土
牟
療

に
滋
軒
冊
中
山
概
市
田
疑
事
払
級
品
川
B

レ
衣
子
。

八
V

Q

A

析。

完成待たれあ中央公民鰻
市俗U50周年院念事務署として、勤労金銭灘側の車城掛こ仮
称中央公庫設宮の建設が滋んでいる.地区弘、民銀在遜巴て

の故金政荷活動は、金市約級車置になってきている。佼跡

中央品罫擦は、 ζうした活動に対応してい〈とともに、

地限公民館の返l絡線獲を図る中拡語翻としての役割密集
たずζ とにな品.銭賦すれば、隣接の文化セジ占}、勤

労畠怨、接話J!金銭などの各E暗殺との相柴効疑者高めなが
ら、新レいコミュニティ在形腐していし施設は、嬰認

の強かった拘 7∞席のホ}んや、市民ギャラDーなどを
計留、ふれあい広場として利F脅していただし

f少年会館

りのB謹決まる…7月3El"'-'7 13 
今年の七夕まつPの臼穏が決まった. 7月 「ひらつか七夕まつlJ30年のあ噛みJ在、 ζ
3日から7日までの5尽隣.をまた、七夕まつ のほど発刊した，大詰古はアメDカンレ占}
lJiこ轄を添えるミス七タコンテストは、 5月 ヨナイズで82ベ-9。母なとに韓関になった竹
21日の臼曜日に行われる。 査結Dのだし物などが、カラーと出語辞芋翼に奴

きる 録されている，
輔さ聾される方は、市内由時箱髄組合の加入

七夕まつり実行授純金は、 1聞恩から30回 窓へお申し込みを。 1冊1，2(刃向
詔までの士;タミ去っ担控まとめた30.潟牢為念君事 ー牢其は301ill年の七夕まつりー

E冨iこまで設しこ
ている。

等の織となる組

本llJ;磁、広場中

西にはプラグト

田J2母線的緑地
。
は宛f昆予主君滋ト

。

@
Q 

東部融上会館の建設へ
f母瞭陣践者年在海え、高齢者や，t.必障傷者の方々に利
用してbただ〈ために、大神地臣互に仮称策苦砕富技品館の
建設を計闘している。 ζれは、市持者U50.周停を迎えるおJ念
事栄のーっとしても建設するもので、建物は扶筋コン3
11-ト遊lJ3階主主てである.建設予定地の騨l?に、大神
清掃fF非自語のとみ燦却処理場があるので、 ζ む金刑者利

用して務者酢かし、金宣宮の硲場中苧君主いに使おうと考え

ている。主主な施設は、ステ-9付書大広間や告書務相続襲、
機能回復盟l博怒韮、娯埠翠置などが~t翻されている。

一写真は建設予定地一

場念論宮が7JElに
憩中富田曹の閲覧

金銭宣言がある。

G Q~GG 
県立神田高校できあがる

高校進学踊知器がf曽加するなかで、県に働きかけ
ていた然立神間高祖が片凋のま王鎖ケ台高校内に開校

した. 4月には出村に発砲した新棋舎へ移転する。
また、 IdJ時WJKこ筏ポ/j ，":;;γ~，λHこり込立湘南揖謀学校も

開校し、混夜中l公認出端こ新校舎を毘u投中で品るや

111下関地が
踏と現住弔i終結公社7う丸山下に建設を進めてい
た館泌が-!l!l克明し、 3月28日から第1次入儲が
抽まった，完成しためは翼伐住宅 633戸で、今後
分譲住弔 312芦?う君主主没される。沼地内』こは3か所
自公関や小学校用地などがll1E揮されている。



(3) 

〈

νi

Q 

特集号

くりを爵指して

E聖W~のE毘樹試験場節手出が車w量へ越すζとが決まって
から平塚市の総合品関日こと、10:万人署名運動や協撞協に

よる主的、下げ迎動在進めてきたが、芦深谷の中央容量絵

から市に払い下げが決表面、笥下部係機関と折衝を進め

ている.跡地利溺は、 5野手皮に策様式学へ霊寄託していた
マスタ}プランができあがったので、 ζれを主宰磁に英知

を結錯して、出擦を耳宜担まとめているが、防災簡を兼ね

鍛えた総合公溺が噂えられている.一日も阜〈も昭和の

揖づく p、が探混ずるよう、みなさんと}絡に見守って
いきたい。

Q 。舎。 。

子供たちが持ち謹んでいた小学校ブーノレが主主出した.

4今回ブーんが態餓古れたのは、勝昌初、、真土ノ'h"掛島小
および八綴小の4授である.ζのプ』んはおおのアルミ
製で、災容時には貴史料水として利用で吉るよう非常用ろ

超国買躍が設綾されている.己制こ写j宮線書、窓土箆品、

金問小、構内小、商務奇JJ¥...土盤1)¥の5校にブーんを設躍
すベ〈檀織が進められている。ノJ、等生校ブールについては
計密約に凝滞在潜めている自で、飽校四皆吉んにはもう

少し串抱をお願いしたい.

基認識霊長ら

事

文イむセジ点」の敷地に、昭和44年デゴニ在迎え、 45年に盛田事態を
46年に轡少勾鴇館、 51年lこ博牧旗、 5伊手に教商品館を建設し、文4呂
田揮滋としての圭量殺松一応猿備書れた。最後に残古れたこれbの>l!
物を結ぶ文化公鴎が'50!'"年号機に併せて線二ζされるζ とになった，
文化公燭除、 「石と7J<と耕Jを基調時こしながら、公溺と露関空合

めた荊脱却dについて、 56年度か.，57年度の2古時荘競売撃機で慾鑓
される.公閣の内容としては、文似セジ占}中央に出品いの毘謝者

設け、その中心tこメ招1普の鏑試を治る，ヂザイジは、周留4館者量失

徴するものとし、池か島瀦ちあふれる波も錦織した

れを諸相当主体の文化発展へと噂えた位寂づ<Tをし
広場隠酔j際開館前には、抗議、談緑、感獄、体恕

陰コ」ナ}、博4腕宮tこは、落ちついたふんいき由自
央i'1軍側こは、文化と議術の越を害そう彫刻の躍、時

ホームのあるSLコ}ナ}などを認し、さらに浅間
と一帯の紺量豊富宮な溺滋となるようにJtli草されている

ーイラスト

早朝野球や少茸寝fJoまなど、大いに利用吉れている大神スボ-Y広
場には、野E慰話が2溺造成され9蕗となt、水道施設も量産織された。
また、 4庇骨長瀞習少年スポ-Y$諸畠〈野E結晶〉が5智記した.

事由〈人たちのコミュニチィづくりの識として、童話
泳}プンした。いつでも、だれでも自由に歓談、仲

がで書る絞謎話患者Eはむ晶、 fr-9J~浩韓首等に使える

真冬でも真っ赤なトマトを
省エ本時代にふ古わしい施設野菜設工島ハクス

が完境した， ζの綿設は、諸事晶熱聖地中にためで

利用する地中熊受換方式で、 s本一由規艇をま曹っ
ている。温度調節はマイクロコジピユ}ターが仔

い、穏臼持つi赤なトマトが収穫されている.

政管効E見世高めるため、中学校の校舎や講堂・体待費宮な
どの数胃施設の接日躍を進めている。また、懸需だった依称

第 3金組中学校在、金密地IKに新設する針磁で品品。老朽
校舎も銭望書小学校fこ輯語、 55年度で圭季語野中学授の建て替
え在行い、
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こ
合
筏
ど
、
本
市
初
の
専
門
少
年
総
合
一
育
成
の
た
め
の
本
格
的
な
綴
治
研
修
施
設

H
平
緩
市
び
わ
管
少
年

の
家

ω"
が
、
市
内
土
畿
二
七
一

oi一
に
完
成
し
た
9

完
成
し
た

H
び
わ
青
少
年
の
家
H

は
、
脇
陣
少
年
や

騨
問
少
年
健
全
育
成
関
係
者
に
慾
ま
れ
た
窃
然
療
援
の
も
と
で
共
開
円
余
滋
を
議
し
て
申
副
議
、
制
翻
灘
、
協
潟
な

ど
の
務
務
活
動
を
援
護
し
て
も
ら
う
も
の
。
ま
た
、
資
少
傘
に
い
ろ
い
ろ
な
体
繋
蓄
を
と
お
し
て
幾
か

な
心
と
畿
や
か
な
身
体
を
議
う
こ
と
合
混
品
聞
に
幾
殺
さ
れ
た
も
の
で
、
七
月
一
段
に
オ

i
プ

γ
す
る
。

特要事琴

瞬静重量 ときにはキヤ〉ドルファイ7もそ子犠たちが議総す畠和重量をi草晶〈密れいな重量重量

一
一
万
八
千
七
草
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務
払
マ
午
前
轟
か
ら
字
率
雪
ミ

は
ぎ
一
十
笈
鎌
田
事
議
官
て
マ
婚
約
認
申
書
午
同
十
時
円
入

お
り
灼
熱
調
塊
ぽ
按
脅
所
式
〉
か
ら
閤
軒
目
白
翁
宮
表
作
伝
授

ι的
中
に
、
織
的
唾
盟
国
概
、
駐
車
線
山
相
官
〉
mw午
縫
羽
時
ま
で
。

議
齢
思
闘
輔
、
取
組
問
コ
i
ス
、
収
ザ
ャ
ジ
プ
マ
白
川
間
車
利
用
申
議
合
徳
的
潟
岡
市
部

纏
殺
が
親
探
さ
れ
て
い
る
。
韓
で
な
い
筋
商
に
綴
夕
、
織
何
時
開
問

坤
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時
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事
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い
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縦
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劇
部
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嘩
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一
議
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撃
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押
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会
対
一
銭
オ
ー
プ
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以
降
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動
+
一
緩
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繁
一
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議
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審
富
湾
臨
沼
、
関
凶
器
討
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町
刊
が
君
。
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押
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組
問
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十
一
官
月
二
十
八
日

T
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野
外
鑓
設
よ
与
段
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野
持
常
事
滋
市
関
川
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向
指
日
〈
問
u
三
日
〉

鱒

キ

J
ブ
す
イ
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、
野
外
愈
樹
立
舛
望
書
申
し
去

融
加
明
記
問
、
前
大
河
五
十
討
の
親
指
中
田
散

調
3
1ス
、
野
外
生
市
時
五
点
待
相
成
田
嶋

が
あ
る
e

け
る
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だ
し
、
本
密
度
に
綴
っ
て
、
開
月

一一
L
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日
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〉
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受
け
吋
け
rr品開始

す
る
e
奴
制
と
し
て
、
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bd叫ん刊付
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銭
円
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み
襲
安
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一
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仲
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付
け
る
a

な
お
、
申
し
4
Aか
鞍
到
す
る
と
と

か
予
懇
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仁
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